
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書の訂正報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第４項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2022年８月９日

【四半期会計期間】 第17期第３四半期（自　平成28年10月１日　至　平成28年12月31日）

【会社名】 グレイステクノロジー株式会社

【英訳名】 GRACE TECHNOLOGY, INC.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　大池　信之

【本店の所在の場所】 東京都港区虎ノ門三丁目８番21号

【電話番号】 03-5777-3838（代表）

【事務連絡者氏名】 代表取締役社長　　大池　信之

【最寄りの連絡場所】 東京都港区虎ノ門三丁目８番21号

【電話番号】 03-5777-3838（代表）

【事務連絡者氏名】 代表取締役社長　　大池　信之

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

グレイステクノロジー株式会社(E32811)

訂正四半期報告書

 1/17



１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
当社は、2021年11月９日付けの「特別調査委員会の設置及び2022年３月期第２四半期決算発表の延期に関するお知らせ」で公

表しました通り、外部からの指摘を受け、事実経緯の確認のために社内調査、検討を進めた結果、一部の取引について会計処理の

適切性に疑念があることを認識しました。かかる事態を受け、当社は2021年11月９日に外部の専門家を委員長とする特別調査委員

会を設置し、調査を進めて参りました。

当社は2022年１月27日に特別調査委員会から調査報告書を受領し、売上の前倒し計上、架空売上の計上及び架空原価の計上

等の不適切な会計処理の修正が必要との判断をいたしました。

これに伴い当社は、過去に提出済みの有価証券報告書等に記載されております連結財務諸表等及び財務諸表等、四半期財務

諸表並びに四半期連結財務諸表で対象となる部分について訂正することにいたしました。

これらの決算訂正により、当社が2017年２月10日に提出いたしました第17期第３四半期（自　平成28年10月１日　至　平成28年12

月31日）に係る四半期報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に

基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

なお、訂正後の四半期財務諸表については、南青山監査法人の四半期レビューを受けており、その四半期レビュー報告書を添

付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

　第１　企業の概況

　第２　事業の状況

　第４　経理の状況

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第３四半期累計期間
第16期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （千円） 713,164 706,282

経常利益 （千円） 163,569 133,059

四半期（当期）純利益 （千円） 99,909 115,915

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － －

資本金 （千円） 10,000 10,000

発行済株式総数 （株） 1,056,000 3,520

純資産額 （千円） 666,093 128,116

総資産額 （千円） 1,193,239 492,775

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 108.66 41.02

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 100.18 －

１株当たり配当額 （円） － －

自己資本比率 （％） 55.8 25.9

 

回次
第17期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 42.67

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．当社は、第16期第３四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第16期第３四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため、記載しておりません。

５．第16期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権の残高がありますが、当社株

式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

６．当社は、平成28年９月12日付で普通株式１株につき300株の割合で株式分割を行いました。１株当たり四半

期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、株式分割が前事業年度

の期首に行われたと仮定し算定しています。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、有価証券届出書に記載した事業等のリス

クについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、米景気回復への期待感が高まった状態が維持されていますが、プ

ラス効果とマイナス効果の両面があり、景気の押し上げ効果は大きくありません。先行きへの慎重な見方が続いて

いるなか、国内大手メーカーでは業務効率化・コスト削減の動きが続伸しており、その中で、当社が提供している

マニュアル制作の高効率化を実現するサービスは、企業のニーズとマッチしており需要が高まっております。

　このような経済環境のなか、当第３四半期累計期間においても、前事業年度に引き続き、国内大手メーカーを中

心とした重点顧客に対する営業活動を継続し、新規顧客の獲得と掘り起こしに積極的に取り組んでまいりました。

特に、当社のクラウド型マニュアルマネージメントシステム（ＭＭＳ）であるe-manualの導入促進に積極的に取り

組みました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間における業績は、売上高713,164千円、経常利益163,569千円、四半期純利益

99,909千円となりました。

　当第３四半期累計期間の業績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

①　ＭＭＳ事業

　ＭＭＳ事業においては、上記のとおり、重点顧客へ積極的な営業活動を実施し、e-manual導入企業でのe-

manual利用案件が増加した結果、売上高361,587千円、セグメント利益172,839千円となりました。

 

②　ＭＯＳ事業

　ＭＯＳ事業においては、重点顧客への積極的な是正提案等、競合他社との差別化を進めた結果、売上高

351,577千円、セグメント利益150,492千円となりました。

　なお、当社は前第３四半期累計期間については、四半期財務諸表を作成していないため、前年同期比は記載し

ておりません。

 

(2）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期会計期間末の総資産は1,193,239千円となり、前事業年度末に比べて700,464千円の増加となりまし

た。

（流動資産）

　流動資産は1,154,833千円となり、前事業年度末に比べて676,551千円増加となりました。これは主に、東京証券

取引所マザーズ市場へ上場した際の公募による自己株式の処分を行ったこと等により現金及び預金が773,366千円

増加したこと、一方で、受取手形及び売掛金が65,057千円、その他が9,571千円減少したことによるものでありま

す。

 

（固定資産）

　固定資産は38,406千円となり、前事業年度末に比べて23,912千円増加となりました。これは主に、無形固定資産

が19,576千円増加したことによるものであります。

 

（流動負債）

　流動負債は241,301千円となり、前事業年度末に比べて48,906千円増加となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金が23,605千円減少したものの、未払法人税等が31,814千円、その他が31,655千円増加したことによるもの

であります。
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（固定負債）

　固定負債は285,844千円となり、前事業年度末に比べて113,581千円増加となりました。これは主に、長期借入金

が52,193千円、社債が30,000千円、その他が31,388千円増加したことによるものであります。

 

（純資産）

　純資産合計は666,093千円となり、前事業年度末に比べて537,976千円増加となりました。これは、東京証券取引

所マザーズ市場へ上場した際の公募による自己株式の処分を行ったことで、その他資本剰余金が258,867千円増加

し、自己株式（△179,200千円）を処分したこと、四半期純利益の計上に伴い利益剰余金の額が99,909千円増加し

たことによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた事項はあり

ません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,224,000

計 4,224,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,056,000 1,092,500
東京証券取引所

（マザーズ）

完全議決権株式であ

り、権利内容になん

ら限定のない当社に

おける標準となる株

式であります。な

お、単元株式数は

100株であります。

計 1,056,000 1,092,500 ― ―

　（注）　平成29年１月23日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当増

資により、発行済株式総数が36,500株増加しております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年10月１日～

平成28年12月31日
－ 1,056,000 － 10,000 － 1,949

　（注）　平成29年１月23日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当増

資により、発行済株式総数が36,500株、資本金及び資本準備金がそれぞれ52,049千円増加しております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） ― ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,056,000 10,560
単元株式数は100株であり

ます。

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 1,056,000 ― ―

総株主の議決権 ― 10,560 ―

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成28年10月１日から平成28

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期財務諸表については、南青山監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。

 

４　最初に提出する四半期報告書の記載上の特例
　当四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン　24の４の７－６」の規定に準じて、前年同四半期との対比は

行っておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成28年12月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 239,075 1,012,441

受取手形及び売掛金 166,824 101,766

仕掛品 24,159 1,860

その他 48,573 39,002

貸倒引当金 △350 △237

流動資産合計 478,281 1,154,833

固定資産   

有形固定資産 6,275 4,990

無形固定資産 2,955 22,532

投資その他の資産 5,262 10,883

固定資産合計 14,493 38,406

資産合計 492,775 1,193,239
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  （単位：千円）

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成28年12月31日）

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 75,452 51,846

1年内返済予定の長期借入金 47,460 47,477

1年内償還予定の社債 20,000 30,000

未払法人税等 198 32,013

賞与引当金 8,495 5,963

仮受金 － ※ 1,556

その他 40,789 72,444

流動負債合計 192,395 241,301

固定負債   

社債 80,000 110,000

長期借入金 91,140 143,333

その他 1,123 32,511

固定負債合計 172,263 285,844

負債合計 364,658 527,145

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 14,490 273,358

利益剰余金 282,474 382,383

自己株式 △179,200 －

株主資本合計 127,764 665,741

新株予約権 352 352

純資産合計 128,116 666,093

負債純資産合計 492,775 1,193,239
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

売上高 713,164

売上原価 220,742

売上総利益 492,422

販売費及び一般管理費 324,005

営業利益 168,416

営業外収益  

受取利息 3

受取配当金 2

営業外収益合計 5

営業外費用  

支払利息 2,844

社債発行費 1,129

その他 879

営業外費用合計 4,853

経常利益 163,569

税引前四半期純利益 163,569

法人税、住民税及び事業税 32,013

法人税等調整額 31,646

法人税等合計 63,659

四半期純利益 99,909
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【注記事項】

（会計方針の変更）

当第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　法人税法の改正に従い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する税務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、当第３四半期累計期間において、四半期財務諸表への影響額はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

※　仮受金

　当社の架空売上に係る売上代金の一部又は全部について、当社の役員等より偽装入金されたものでありま

す。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

減価償却費 4,603千円

 

（株主資本等関係）

１　配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

　該当事項はありません。

 

３　株主資本の著しい変動

　当社は、平成28年12月21日における東京証券取引所マザーズへの株式上場にあたり、平成28年12月20日を払

込期日とする公募による自己株式の処分を行い、資本剰余金が258,867千円増加し、自己株式が179,200千円減

少しております。

　この結果、当第３四半期会計期間末において、資本剰余金が273,358千円となりました。自己株式の残高は

ありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期損益
計算書計上額
（注２） ＭＭＳ事業 ＭＯＳ事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 361,587 351,577 713,164 － 713,164

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 361,587 351,577 713,164 － 713,164

セグメント利益 172,839 150,492 323,332 △154,915 168,416

　（注）１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配賦しない全社費用が含まれており、主に報告セグメン

トに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 108円66銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 99,909

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 99,909

普通株式の期中平均株式数（株） 919,467

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 100円18銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－

普通株式増加数（株） 77,860

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－

　（注）１　当社は、平成28年９月12日付で普通株式１株につき普通株式300株の割合で株式分割を行っております。当

事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２　当社は、平成28年12月21日に東京証券取引所マザーズへ上場したため、当第３四半期累計期間の潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益金額は、新規上場日から当四半期累計期間末までの平均株価を期中平均株価と

みなして算定しております。

 

（重要な後発事象）

第三者割当による新株の発行

　当社は、平成28年11月16日開催の取締役会において、東海東京証券株式会社が行うオーバーアロットメントに

よる当社株式の売出し（貸株人から借入れる当社普通株式36,500株の売出し）に関連して、同社を割当先とする

第三者割当による新株式の発行を決議し、平成29年１月23日に払込が完了しております。

(1）発行株式の種類及び数　　普通株式　36,500株

(2）割当価格　　　　　　　　１株につき　2,852円

(3）資本金組入額　　　　　　１株につき　1,426円

(4）割当価格の総額　　　　　104,098,000円

(5）資本金組入額の総額　　　 52,049,000円

(6）払込期日　　　　　　　　平成29年１月23日

(7）割当先　　　　　　　　　東海東京証券株式会社

(8）資金の使途　　　　　　　今回の第三者割当増資による手取額104,098千円につきましては、平成28年12月

13日に公表した「有価証券届出書の訂正届出書」に記載の通り、ＭＭＳ事業を中

心とした事業拡大のための運転資金（人材の採用費及び人件費、広告宣伝費）等

に充当する予定であります。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

グレイステクノロジー株式会社(E32811)

訂正四半期報告書

14/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

令和４年７月28日

グレイステクノロジー株式会社

取締役会　御中

 

南青山監査法人

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 桂川　修一

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 高口　洋士

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているグレイステクノ

ロジー株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第17期事業年度の第３四半期会計期間（平成28年10月１

日から平成28年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る訂正後の

四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、グレイステクノロジー株式会社の平成28年12月31日現在の財政状態及び同日を

もって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期財務諸表を訂正している。なお、元監

査人は、訂正前の四半期財務諸表に対して平成29年２月10日に四半期レビュー報告書を提出しているが、当監査法人は、

当該訂正に伴い、訂正後の四半期財務諸表に対して本四半期レビュー報告書を提出する。

　また、会社の平成28年３月31日をもって終了した前事業年度の財務諸表は、前任監査人によって監査が実施されてい

る。前任監査人は、当該財務諸表に対して平成28年11月８日付けで無限定適正意見を表明している。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上
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　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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